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研究成果概要	

	 本研究の目的は、KAGRA の最も重要な特徴である極低温鏡懸架システムのアラインメ

ントおよび制御機構の開発と、低ノイズ化を実現することである。主な開発項目には	

	 	 1)	極低温コイル-マグネットアクチュエータ	

	 	 2)	傾き制御機構（Moving	Mass）	

	 	 3)	鏡の位置変化を検出するローカルフォトセンサー	

				4)	センサー・アクチュエータのエレクトロニクス	

などがあり、すでに基礎開発と実機への搭載は完了している。H30 年度はこれらの性能

評価と改良に焦点を当てた。	

	 Moving	 Mass については、現在半導体業界での需要から代替のボールネジを短期間で

調達することが難しく、今年度中に予備の用意や新しいものをテストすることは断念し

た。KAGRA の極低温懸架系では、マリオネットステージに２台、プラットフォームステ

ージに２台の Moving	Mass を搭載しているが、これまでの経験から特に重要なものはマ

リオネットステージの Pitch 方向であることが分かっているので、ボールネジの内、動

きの良いものをこの用途に当てるとともに、プラットフォームステージの Moving	 Mass

の１つをマリオネットステージに移し、この pitch方向の moving	mass を２つとするこ

とで冗長性を持たせる様に改造を行った。これにより観測中に傾きコントロールが出来

なくなるリスクを低減させた。	

	 次に、反射型 LED-PD ローカル位置センサーについては、詳しい特性評価を実施した。

特に、センサーの個体差調査と長期安定性、ノイズレベルを評価した。まず、30%もの大

きなセンサー特性の個体差が見つかっており、これは主として LED のビームプロファイ

ルの違いや取り付け誤差などから来ていることを突きとめた。また、長期安定性につい

ては特に低温で高く、3 ヶ月で 0.8%しか変化が無い事を確認した。また、KAGRA で実際

に使っている制御システムを使ってノイズを確認したところ、10-7	m/rHz 程度であり、

要求値内にあることを確認した。この研究は、東大院物理専攻の学生の修士論文となっ

ており、また、観測衛星等への応用も考えられることから、投稿論文も考えている。	

	 以上のように、今年度の研究開発は順調に進展した。	
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